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よくある話

渡邊利道




　気がついてみれば銀行強盗はなし崩しに終わっていて、数カ月にわたる篭城生活のために戻るところも行くところもなくなっていた二十数名は大阪難波の貸しビルに居を定める。暴力が蔓延しており、数少ない女性は力のある男によって監禁されたり、勇気のある二人の女性が上の階の和室に立てこもったりしているのだが、それでも時折外出の用があるとその部屋からでないわけには行かず、出るとレイプが彼女たちを待っているのだった。状況が飲み込めてくるにつれ、これはどうにかしなければいけないな、と思うのだが、目の前にいるおじさんが「おかずをやろう」というので小さな瓶に焼き魚とかおつまみとかを入れてもらいそれを食べている。とても美味しくてぱくぱく食べているとおじさんは嬉しそうに、「わしは貧乏やけど、スケベやからこないだソープ行ってな、金ないわゆうたらボコられるか思ったけどうまいことなってポン引きさせてもらって小遣い稼いだんや」と言う。ビルとビルの間には川が流れていて空はどんよりと暗いのにどこからか光がさしてキラキラ反射している。薄くたなびく雲がわたっていくのが映って見える。川に寄り添うようにゆるやかな坂が町に向かって流れていて、貸しビルの前には人だかりができてどうやらバーベキューをやっている。僕は「ポン引きってやくざしかやらしてもらえないんじゃないですか？ 縄張りとかあるんでしょう？」と訊くと人だかりの中から不意に現れた人相の悪い男が「何をわかったようなことを言ってやがる、お前は何にも知らないんだよ」と言って近づいてきて、「お前インテリだろう、お前みたいな奴が一番ムカつくんだよ」と路上の自転車を振り上げて威嚇してくるのだが、こういうタイプのチンピラは、度胸がなくてヤクザになりそこねたヘタレだからまあ暴れたいだけ暴れたらどっかへ行くだろうと思って見物していると、バーベキューの準備をしている責任者らしき男がやってきて、「お前はいいかもしれないが、このバーベキューじゃないと飯が食えない奴等がいるんだ、砂を舞い上げて食事を台無しにするだけならどこかへ消えろ」と言い、人相の悪い男はとたんにへいこらして愛想笑いを浮かべ、下ろした自転車に乗って去る。ここで、突然はじまったこの奇妙な生活は夢なのではないかと気がついたのだが、さっき食べた魚の味も、階段を歩く足の感覚も、貸しビルの前の夜になる前のほんの少しやわらかいような熱気も、風も光も明瞭に僕の皮膚を触っていくので、とてもこれが夢のことだとは思えない。もっとも、夢を夢だと気づいたときには目覚めが近いというので、さっきまで何とかしなければと思って焦っていたのだけれど、気が抜けて目覚めのときを待つ姿勢になっている。すこしだけもし夢じゃなかったら、と心の隅で恐れながら。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                                  〈了〉
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　ゾンビには、生きている人間とは違う、独自の特徴がある。今からそれを紹介しよう。

　その一、ゾンビは普通の食事をしない。人間の生肉と血だけが彼らの食糧だ。

　その二、ゾンビは排泄をしない。冴子がゾンビになって以来、僕たち家族は彼女をベッドに縛りつけているが、ベッドを排泄物で汚したことはない。ベッドが汚れたのは、全身からにじみ出る腐った体液のせいだ。

　その三、ゾンビはものすごく臭い。冴子の部屋の匂いを嗅げばすぐにわかるだろう。まるで腐乱死体のような匂いだ。

　その四、ゾンビは言葉が喋れない。冴子がゾンビになってから、彼女が喋るのを見たことがない。きっと、動物程度の知能に後退してしまったんだ。

　その五、ゾンビは寝ない。最初のうち、僕は眠れなくて一晩中冴子を見張ったりした。彼女は眠らなかった。恐ろしい目を爛々と輝かせて、一晩中唸り声を上げていた。

　主な特徴はこれくらいだろう。ほかにも細かい特徴がいろいろあるが、今のところはこんなことを押さえておけばいい。

　さて、これらの特徴を、その後の出来事の紹介とともに解説していこう。




「一体何がどうなってるの。どうして冴子はあんな風になってしまったの」

　床にへたり込んだママの母が、涙を流しながら呟いた。

「僕にもわからないよ。とにかく、病院に連れていかなくちゃ」

「病院たって、一体どの科に診せればいいの」

　返す言葉がなかった。

「それに、ロープをほどけばまた人を襲うだろうし」

「うーん。困ったなあ」

「一体冴子に何があったの。どうしてうちだけこんな目に遭うの」

　母は座り込んだままエプロンで涙を拭った。

「とにかく、何とかしなきゃ」

　僕は言った。

「何の病気なのか、見当がつかない。とりあえず、保健所に相談して係員に来てもらおうか」

「犬や猫じゃあるまいし、どうして保健所なの。それに、これはだいいち病気なの」

「わからない。新種のウイルスに感染したとか」

「だけど、おとなしかった冴子がどうして人を襲うようになった。それも、家族を」

　僕は返答に窮した。

「これは病気だけじゃ説明がつかない。どうしよう。どこにも相談できない。何とか手はないの」

「わかんないよ、僕にも」

「何か、見当がつかないの」

　そのとき、僕の頭の中に一つの言葉が浮かび上がった。

　ゾンビ。

「……冴子はゾンビになってしまったのかもしれない」

「何、そのゾンビっていうのは？」

　僕は母にゾンビとはどんな存在であるかをかいつまんで話した。

「まさか」

　一瞬だが母はかすかな嘲りの笑みを見せた。

「馬鹿馬鹿しい。そんなことがあってたまるか。だいいち、それはフィクションの中の世界でしょう」

「それはそうだけど」

「とにかく、パパに連絡しましょう。会社に行かないで引き返して帰ってきてもらって、何をどうすればいいか決めてもらうのよ」

　母は泣きやみ、立ち上がって階下へ降りていこうとした。

「冴子のスマホがあるよ」

　僕はとっさに母を制しようとした。だが、母は立ち止まらなかった。

「駄目、ここじゃ電話できない。冴子の唸り声が他の人に聞こえると大変」

　母が階段を駆け下りていく音が聞こえてくる。僕は途方に暮れてその場に立ち尽くした。

　ゾンビというのは冗談かもしれないが、冴子の症状がそれに近いことは確かだ。一体どうしたらいいんだろう。まさか、縛りつけたまま放っておくわけにもいかない。しかし、ロープをほどけば、また襲ってくるのは確実だ。救急車を呼んだ方がいいのか。一体どの科で診てもらえばいいのか。

　父に連絡するのは大切だ。だが、父の判断を待つわけにもいかないだろう。

　両手両脚を縛りつけられながら、冴子はでたらめに暴れ回っている。話しかけたいが、何を話しかければいいのかわからない。もしもゾンビなら、言葉は通じないだろう。冴子はもう元に戻ることはないのか。

　数分後に、母は戻ってきた。

「駄目だった」

　母が悔しそうな顔で言う。

「大事な仕事だからはずせないって」

　僕は呆れかえった。

「こんな大変なときに！ 一体何を考えてるんだろう。母さん、ちゃんと説明したの？」

「説明したわよ。深刻な病気だって。だけど、もちろんゾンビのことは言ってない」

「困ったなあ」

「ママと健一とで対処できるだろうからって。健一、何をどうすればいいのか、あなたが決めなさい。あなたが今は一家の大黒柱」

「いい加減にしてくれ。僕には決められないよ」

「しっかりして」

「じゃあ、救急車を呼ぼう」

「駄目よ！　人様に冴子のこんな姿を見せられない」

「だけど、僕が決めていいって言ったじゃないか」

「とにかく、救急車は駄目。何の病気なのか、そもそもこれが病気なのかわからないんだし」

「じゃあ、保健所に相談しよう」

「保健所も駄目。冴子を犬猫並みに扱わせたくない。それに、あたしたちまで隔離されたら大変」

「保健所も駄目なら、もうどうしようもないじゃないか」

「とにかく、しばらく様子を見ましょう」

「何だ、僕に決めさせると言って、結局母さんが全部決めるんじゃないか」

「どうでもいいから、今後のことを相談しましょう」

　僕は暴れまわる冴子を見下ろした。これがあの冴子だとは、どうしても信じられない。今の冴子は非常に凶暴で、汚らしくて、忌まわしい。

　しかし、哀れを誘う姿であることも事実だ。

「とにかく、冴子をベッドに横たえよう。母さんは足の方を持って。僕は頭を持ち上げる」

　僕たちは二人がかりで冴子をベッドの上に横たえた。

　それから僕は会社に電話して今日は休ませてほしいと告げた。本当なら僕も会社を休みたくなかったが、こんな状況では仕方がない。新入社員だから、できるだけ休まずに評価を上げたかったのだ。

　もちろん、そんなことを言ったら冴子に申し訳が立たなくなってしまう。

　母と僕はとりあえず階下におり、リビングで今後の対策を話し合うことにした。

　リビングのソファに腰を下ろすといきなり、母は泣きじゃくりはじめた。

「どうして、どうしてこんなことに」

　慰めの言葉もない。僕は泣き崩れる母をただ呆然と眺めることしかできなかった。

「悲嘆にくれててもしょうがない。とにかく、これは病気だから何とかしなきゃ」

「ほんとに病気なの？」

　母が泣きながら言った。

「さっきはゾンビだって言ってたじゃない」

「本気でそういった訳じゃないよ。ねえ、このままじゃ冴子が死んでしまうかもしれない。救急車を呼ぼう」

「だから、それは反対だって言ったでしょう」

「じゃあ、母さんは冴子の命よりも世間体の方が大事だといいたいのか」

「そ、そんな訳じゃ」

　言いながら、母はむっとした顔になった。

　それから、思いついたのか、自分の考えを話しはじめた。

「とにかく、冴子自身に訊きましょう。どんな具合なのか、どんなにつらいのか、あたしたちを襲おうとするのはどうしてなのか」

　僕は頭を横に振った。

「きっと言葉が通じないよ」

「どうして。どうしてそんなことが言えるの」

「いいかい、僕は母さんより長く冴子のあの状態を見てきたんだ。何度も話しかけた。でも、冴子は唸り声を上げて襲ってくるばかりだった。きっと、頭の中身はもう冴子じゃないんだよ。それどころか、もはや人間じゃないかもしれない」

「そんな」

　母はますます泣きじゃくる。あまりに長く泣くので、僕はそのうちにちょっとうんざりしてしまった。

「そういうわけだから、冴子の意思を尊重することはできない。意思なんか、もともとないんだ」

「ずいぶんひどいことを言うのね」

「事実だからしょうがないよ。とにかく、冴子を救うためには行動を起こさなきゃいけない。救急車を呼ぼう」

「せめて、せめてパパが帰ってくるまで待ちましょう」

「父さんが帰ってくるのは夜遅くだよ。それまで待てないよ」

「じゃあ、もう勝手になさい！」

　母はいきなり怒鳴って立ち上がった。まるで女のヒステリーそのものだ。あ、失礼。別に女性蔑視するつもりはない。

「じゃあ、いいんだね」

　僕はテーブルの上に置いてあった自分のスマホをとった。すると、とたんに母が振り返って僕の手からスマホを取り上げる。

「何すんだよ」

「やっぱりちょっと待って。意思の疎通が本当にできないかどうか、あたしが試してみる」

「好きにしろよ」

「今から行ってくる。健一も一緒に来て」

　僕は立ち上がり、母と一緒に冴子の部屋に戻った。

　ドアを隔てて、大きな唸り声が聞こえてくる。

「やっぱり怖い。あんた先に入って」

「しょうがないなあ」

　僕はおそるおそるドアノブを捻ってドアを開けた。

　まるで冴子に気づかれないようにするみたいに、僕たちは抜き足差し足で部屋に入った。冴子は依然としてベッドの上に横たわっていた。呪縛をふりほどこうとするかのように、必死にもがいている。信じられないような形に体をくねらせている。悪臭が鼻を突いた。まるで腐乱死体の匂いのようだと僕は思った。

　だが、冴子は僕たちが入ってきたのに気づくと、もがくのをやめてこちらに目をやった。

　そして、威嚇するように吠える。

「冴子」

　母が及び腰で近づきながら話しかけた。

　返事はなかった。代わりに唸り声を上げるばかりだ。

「つらかったでしょうね。ごめんね。放っておいて。ねえ、どんな風に具合が悪いの？ どこか痛いの？」

　言いながら、少しずつ近づいていく。冴子はそんな母を感情のない目で見守っている。それから、唸るのをやめてベッドの上にぐったりと仰向けになった。母はもう少し近づいた。

「駄目！」

　僕はとっさに叫んだ。

「それ以上近づくと飛びつかれてしまう」

「冴子はママにそんなことしない」

　母が僕を振り返って言う。親子の愛情をまだ失っていないと信じているみたいに。

　母はさらに近づいた。僕は冷や冷やしたが、それ以上は何も言わなかった。一つには、冴子が大人しくなったためだった。まだ疑問は残るが、その姿はあたかも母の言葉を聞いているように見える。目には感情がなく、呆然とした顔だが、少なくとも、母の方を見てはいる。

「冴子。さっきは健一を襲って、一体どうしたの」

　母はそう言いながらおそるおそる冴子に手を差し伸べた。たぶん、髪を撫でてやろうとするつもりだろう。僕は再び叫んだ。

「いかん、危ない！」

　いきなり冴子が身を乗り出して母の頭に噛みつこうとする。そのまま母の髪を口にくわえて引っ張りはじめた。すさまじい吠え声を発している。母は悲鳴を上げながら冴子の方に引っ張られていった。顔を近づけ、信じられないほどの力で母に迫る。まるで、頭から丸ごと母を食べようとするかのようだ。後ろ手に縛られていたが、その手で母の腕を引っかこうとした。

　僕はとっさに二人の間に割って入り、冴子を母から引きはがした。反動で、母は床に倒れ込む。

「母さん！　大丈夫？」

　僕は冴子を突き倒すと、母のところへ行って屈み込んだ。

「大丈夫？　怪我はない？」

　母は上半身を起こした。

「え、ええ、ないみたい」

「どこか引っかかれてない？」

　母は両腕の皮膚を調べはじめた。

「引っかかれてないみたいだけど」

「頭皮は？」

　頭を両手の指でまさぐる。

「大丈夫みたい。どうしてそんなこと言うの？」

　もしもこれが伝染性の疾患だったら、母さんに伝染するおそれがある」

　母はとたんに青ざめた。

「どうしよう。頭は傷ついたかもしれない」

「僕が見てあげるよ」

　僕は母の髪の毛をかき分けて頭皮を点検した。

「たぶん、大丈夫だと思う」

　母はほっと溜息をついた。しかし、まだ顔は青ざめたままだ。

「どうしよう。健一の言うとおりかもしれない。言葉が通じない」

「だろ？」

　僕たちは立ち上がった。冴子は相変わらずベッドの上でもがいている。

「これじゃ冴子を外に出すわけにはいかない」

「どうして」

「だって、他人に襲いかかったらどうするのよ」

　それも一理あるな、と僕はつい思ってしまった。

　だから、母のいいなりになってしまったのだ。

「やっぱり、パパが帰ってくるまで待ちましょう。パパなら、きっといい解決策を見つけてくれる」

「しょうがないなあ」

　母は冴子の方を見ながらぶるっと身震いした。

「この部屋はなんだか臭い。下に戻りましょう」

「わかった」

　階段を下りる途中で、僕は気づいた。

「冴子の食事はどうするの。まだ朝ご飯を食べてないよ」

「後でトレイに乗せるから、健一が持って行って。でも、縛られたままだから食べられないか」

「僕が食べさせてやるよ」

「トイレは？　縛りつけられてるから自分でトイレに行けないわよ。冴子、昨夜からトイレに行っていないの」

「こればっかりはしょうがないよ。様子を見るしかない」

　こうして、結局父の帰りを待つことになったんだ。僕たちは、夜十時過ぎまでのひどく長い時間を何もすることなく過ごした。




【続く】




【BAR HAUND（バーハウンド）】


　犬をベースにしたANIMACULUS『アニマクルス』を警察用に改良した、第一期ANIMACULUS計画の一つ。

　BARHAUND-01はボクサータイプで、素手による格闘戦に強いが、ゴム弾を使う大型銃や電撃棒なども使う。

　機動隊など主に凶悪な犯罪や暴動鎮圧などの特殊任務に採用されていた。しかし、作戦の一部にしか活用できない、作戦行動中にジェネレーターの発熱による暴走がしやすく、事故が多かったためにドーベルマン型のBARHAUND-02が開発され、作戦も安定して遂行されるようになった。02からは麻薬捜査や立てこもりなどにも活躍できるように嗅覚、聴覚などの強化もされ、人とも連携した作戦を行えるようになっている。その後、特殊任務以外の警察署で採用された。




BARHAUND-01

全高2.2m、体重18.3t




BARHAUND-02

全高2.5m、体重17.5t



【BAR HAUND Additional Armor】


バーハウンド 増加装甲

　BAR HAUNDのさらなる強化のための追加モジュール。

　01と02では若干コンセプトが異なる。01用はノーマル状態の性能向上を目的にしたもので、下半身をすべて高速移動用のパーツに換装し、上半身のみボルトオンタイプの増加装甲を取り付けている。頭部の装甲は本体の性能をそのままスルーで利用している。

　元々小型で体格以上のトルクを稼ぐために熱暴走しやすかったために、増加装甲版であっても発熱対策のために足の外装を外している機体が多い。全ての装甲を取り換えるために作戦前日まで申請と換装作業が必要。活動時間は10分。

　ドーベルマン型の02用は近接迎撃用のかぎ爪タイプと複数の機関銃を装備したタイプがあり、どちらのタイプの両肩には短距離ミサイルを装備している。増加装甲によって攻撃力を大幅に向上させている。装甲自体の防御力は01用に劣る。

　全ての増加装甲がボルトオンタイプで現地で装着出来る。活動時間は30分。

　作戦途中で増加装甲を外すことも可能。この場合は各部に仕組んだ小型爆弾によって接続ボルトを破壊する。



　ラビエス『狂犬病』という名のコンピュータウイルスが何者かにばらまかれ、ある警察用のBAR HAUND一体も感染する。何も行動に変化が無いために暫く気づかれず、数日後ネットワークを経由したシステムのアップデートを利用してラビエスが警察のサーバに侵入、モコラスという別のウィルスに変化し、それぞれの部隊のBAR HAUNDのアップデートと同時にモコラスに感染する。このウィルスに感染すると生物を見境なく殺害する。またネットワーク上から他の警察所属のANIMACULUSのシステムを破壊する行動もするために警察のANIMACULUSを起動することが出来ず、民間のANIMACULUS迎撃隊ZOOBUSTERZ『ズーバスターズ』に依頼し、BAR HAUND部隊の起動停止、あるいは破壊を行わせる。

　ZOOBUSTERZはKBTアーマーで対応するがZOOBUSTERZのLANにもモコラスが侵入し、使用不能になってしまう。新たに第二期の新型KBTアーマーを警察から急遽レンタルし、スタンドアロンで使用する。

　新機能の飛行能力によって機動力を増したZOOBUSTERZは次々とウィルスに感染したBAR HAUNDを破壊する。


　動物ロボットANIMACULUSの二つ目。

　前回に続き、仕事の企画で提出して没になったもので、元ネタは熊をモチーフにした増加装甲部分だけです。元は犬ではありませんでした。




うん分かった

母の笑顔

明日は忘れる



【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
　本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE






今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
　弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22









理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA






彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0






A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE

※この本は英語版です。






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS

※この本は英語版です。






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記

murbo／月末に色々重なってしまって、結局余裕がなくなってしまいました。

　表紙は去年の河津桜です。

　桜はストックがないと四月に間に合わないですね。

　近日中に来年用に桜撮ってきます。




　渡邊利道さんの『よくある話』は、ちょうど沖縄で暴走族のぱしりになって取材している人のインタビューを読んでいたので、実感がわきやすかったです。

　ショートショートであることを活用してトビラ画像を全文利用して作りました。

　弾射音さんのリビングデッドシスターはコメディーだと思ったらシリアスにゾンビになっていって、ホラーを読む準備が出来ていませんでしたよ。

　表紙はこのフォーマットで描こう！と思って、続けています。

　僕の犬ロボットは仕事で没になった熊ロボットの案を仕立て直すつもりが犬になりました。熊はパワーアップパーツで使っています。

　ということで、今月もあっさり綱渡りでありました。来月こそ～！と、毎回負けている特撮ヒーローの敵のような負け惜しみを言って、また来月です。


　北極大陸　第29号

　2017年4月1日発行

　編集、レイアウト／murbo

　発行／電子パブ
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